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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年12月3日(2020.12.3)

【公表番号】特表2019-531833(P2019-531833A)
【公表日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-522517(P2019-522517)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  53/02     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ  53/10     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ 102/32     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   53/02     　　　　
   Ａ６３Ｂ   53/10     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月23日(2020.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打撃面（１６）とホーゼル（１８）とを含むゴルフクラブヘッド（１２）と、
　前記ホーゼル（１８）内に固定され、内部ボア（２４）を画定するシャフトアダプタ（
２０）と、
　繊維強化ポリマーから形成され、チップ端（４４）とグリップ端（４６）との間で長手
方向軸（４２）に沿って延在するゴルフクラブシャフト（１４）と、
　を備え、
　前記ゴルフクラブシャフト（１４）は、
　　前記チップ端（４４）に当接し、前記シャフトアダプタ（２０）の前記内部ボア（２
４）内に少なくとも部分的に固定されるチップ端部分（６０）と、
　　前記グリップ端（４６）に当接するグリップ端部分（６２）と、
　　前記チップ端部分（６０）と前記グリップ端部分（６２）とを相互接続するテーパ部
分（６４）であって、前記テーパ部分（６４）は、前記長手方向軸（４２）に沿って、上
側６０％及び下側６０％を含み、前記上側６０％が前記グリップ端部分（６２）に当接し
ており、前記下側６０％が前記チップ端部分（６０）に当接している、前記テーパ部分（
６４）と、を含み、
　前記テーパ部分（６４）はさらに、
　　前記上側６０％内に少なくとも部分的に位置する基準部分であって、前記基準部分の
外側表面（５４）は、ほぼ一定のテーパ率を有する円錐台形状を有する、前記基準部分と
、
　　前記下側６０％内に、及び、前記チップ端（４４）と前記基準部分との間に、少なく
とも部分的に位置する狭くなっている部分（８０）であって、前記狭くなっている部分（
８０）の外側表面（５４）は、前記円錐台形状から前記チップ端（４４）に向かって外挿
された基準表面（７２）に対して凹んでいる、前記狭くなっている部分（８０）と、を含
む、
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　ゴルフクラブ（１０）。
【請求項２】
　前記狭くなっている部分（８０）は、第１のテーパ率（Ｒ１）を有する第１の領域（９
０）と、第２のテーパ率（Ｒ２）を有する第２の領域（９２）と、を含み、
　前記第２の領域（９２）は、前記第１の領域（９０）と前記基準部分との間にあり、
　Ｒ２＞Ｒ１である、請求項１に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項３】
　前記基準部分の前記ほぼ一定のテーパ率（Ｒ３）は、Ｒ２よりも小さい、請求項２に記
載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項４】
　Ｒ１＜Ｒ３である、請求項３に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項５】
　前記テーパ部分（６４）は、約７６．２ｃｍ（約３０インチ）よりも大きい長さを有し
ており、
　前記第１の領域（９０）は、前記チップ端部分（６０）に最も近接する前記テーパ部分
（６４）の最初の約３８．１ｃｍ（約１５インチ）内に完全に位置する、請求項２～４の
いずれか一項に記載のゴルフクラブ。
【請求項６】
　前記狭くなっている部分（８０）の前記繊維強化ポリマーは、前記長手方向軸（４２）
に対して平行に配向された複数の繊維（０度繊維）を含み、
　前記ゴルフクラブシャフト（１４）は、
　約３．２Ｈｚ（約１９２ＣＰＭ）から約３．７Ｈｚ（約２２２ＣＰＭ）の曲げ剛性、約
２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維の弾
性率、及び、約５００ｇ／ｍ２から約５７５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量；
　約３．３７Ｈｚ（約２０２ＣＰＭ）から約４．０７Ｈｚ（約２４４ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維
の弾性率、及び、約６３５ｇ／ｍ２から約６８５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
；
　約３．９Ｈｚ（約２３４ＣＰＭ）から約４．３３Ｈｚ（約２６０ＣＰＭ）の曲げ剛性、
約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維の
弾性率、及び、約７２０ｇ／ｍ２から約７７０ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量；
　約４．３５Ｈｚ（約２６１ＣＰＭ）から約４．７５Ｈｚ（約２８５ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維
の弾性率、及び、約８０５ｇ／ｍ２から約８５５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
；又は、
　約４．６７Ｈｚ（約２８０ＣＰＭ）から約５．０７Ｈｚ（約３０４ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２９６ＧＰａ（約４３Ｍｓｉ）から約３３８ＧＰａ（約４９Ｍｓｉ）の前記０度繊維
の弾性率、及び、約９２５ｇ／ｍ２から約９７５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
、
　のうちの１つを有する、請求項１～５のいずれか一項に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項７】
　前記チップ端部分（６０）は、おおよそ円筒形状であり、約７．６２ｍｍ（約０．３０
０インチ）から約８．００ｍｍ（約０．３１５インチ）の外径（５６）を有する、請求項
１～６のいずれか一項に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項８】
　前記グリップ端部分（６２）は、約１４．０ｍｍ（約０．５５０インチ）から約１６．
５ｍｍ（０．６５０インチ）の外径（５６）を有しており、
　前記テーパ部分（６４）の外径（５６）は、前記チップ端部分（６０）の前記外径（５
６）から前記グリップ端部分（６２）の前記外径（５６）へ移行している、請求項７に記
載のゴルフクラブ（１０）。
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【請求項９】
　前記ゴルフクラブヘッド（１２）、重心（ＣＧ）と、幾何学中心（ＧＣ）と、トウと、
ヒール（１０２）と、を有しており、
　前記ＣＧは、前記ＧＣと前記ヒール（１０２）との間に位置する、請求項１～８のいず
れか一項に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項１０】
　前記長手方向軸（４２）に沿った長さに従った、前記狭くなっている部分（８０）の少
なくとも４０％は、前記基準表面（７２）よりも約６％超小さい外径（５６）を有する、
請求項１～９のいずれか一項に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項１１】
　前記長手方向軸（４２）に沿った長さに従った、前記狭くなっている部分（８０）の少
なくとも５０％は、前記基準表面（７２）よりも約７％超小さい外径（５６）を有する、
請求項１～１０のいずれか一項に記載のゴルフクラブ（１０）。
【請求項１２】
　繊維強化ポリマーによって形成され、チップ端（４４）と反対側のグリップ端（４６）
との間に延在する細長い本体（２２）を備え、
　前記細長い本体（２２）は、
　　前記チップ端（４４）に当接し、ゴルフクラブヘッド（１２）内に固定されるように
適合されているチップ端部分（６０）と、
　　前記グリップ端（４６）に当接するグリップ端部分（６２）と、
　　前記チップ端部分（６０）と前記グリップ端部分（６２）とを相互接続するテーパ部
分（６４）であって、前記テーパ部分（６４）は、長手方向軸（４２）に沿って、上側６
０％及び下側６０％を含み、前記上側６０％が、前記グリップ端部分（６２）に当接して
おり、前記下側６０％が、前記チップ端部分（６０）に当接している、前記テーパ部分（
６４）と、
　を含み、
　前記テーパ部分（６４）はさらに、
　　前記上側６０％内に少なくとも部分的に位置する基準部分であって、前記基準部分の
外側表面（５４）は、ほぼ一定のテーパ率を有する円錐台形状を有する、前記基準部分と
、
　　前記下側６０％内に、及び、前記チップ端（４４）と前記基準部分との間に、少なく
とも部分的に位置する狭くなっている部分（８０）であって、前記狭くなっている部分（
８０）の外側表面（５４）は、前記円錐台形状から前記チップ端（４４）に向かって外挿
された基準表面（７２）に対して凹んでいる、前記狭くなっている部分（８０）と、
　を含み、
　前記狭くなっている部分（８０）は、前記長手方向軸（４２）に対して平行に配向され
た複数の繊維（０度繊維）を含み、
　前記細長い本体（２２）は、
　約３．２Ｈｚ（約１９２ＣＰＭ）から約３．７Ｈｚ（約２２２ＣＰＭ）の曲げ剛性、約
２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維の弾
性率、及び、約５００ｇ／ｍ２から約５７５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量；
　約３．３７Ｈｚ（約２０２ＣＰＭ）から約４．０７Ｈｚ（約２４４ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維
の弾性率、及び、約６３５ｇ／ｍ２から約６８５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
；
　約３．９Ｈｚ（約２３４ＣＰＭ）から約４．３３Ｈｚ（約２６０ＣＰＭ）の曲げ剛性、
約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維の
弾性率、及び、約７２０ｇ／ｍ２から約７７０ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量；
　約４．３５Ｈｚ（約２６１ＣＰＭ）から約４．７５Ｈｚ（約２８５ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２７６ＧＰａ（約４０Ｍｓｉ）から約３１７ＧＰａ（約４６Ｍｓｉ）の前記０度繊維
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の弾性率、及び、約８０５ｇ／ｍ２から約８５５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
；又は、
　約４．６７Ｈｚ（約２８０ＣＰＭ）から約５．０７Ｈｚ（約３０４ＣＰＭ）の曲げ剛性
、約２９６ＧＰａ（約４３Ｍｓｉ）から約３３８ＧＰａ（約４９Ｍｓｉ）の前記０度繊維
の弾性率、及び、約９２５ｇ／ｍ２から約９７５ｇ／ｍ２の前記０度繊維の繊維面積重量
、
　のうちの１つを有する、ゴルフクラブシャフト（１４）。
【請求項１３】
　前記長手方向軸（４２）に沿った長さに従った、前記狭くなっている部分（８０）の少
なくとも４０％は、前記基準表面（７２）よりも約６％超小さい外径（５６）を有する、
請求項１２に記載のゴルフクラブシャフト（１４）。
【請求項１４】
　前記長手方向軸（４２）に沿った長さに従った、前記狭くなっている部分（８０）の少
なくとも５０％は、前記基準表面（７２）よりも約７％超小さい外径（５６）を有する、
請求項１２又は１３に記載のゴルフクラブシャフト（１４）。
【請求項１５】
　前記チップ端部分（６０）は、おおよそ円筒形状であり、約７．６２ｍｍ（約０．３０
０インチ）から約８．００ｍｍ（約０．３１５インチ）の外径（５６）を有する、請求項
１２～１４のいずれか一項に記載のゴルフクラブシャフト（１４）。
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